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顕著な功績があったと認
められる者。
②�保守技術者の活動を支援
し、保守サービスの向上
に特に功績があったと認
められる者。
③�保守技術の改善に特に功績
があったと認められる者。
　また、JECCが保守サー
ビス関係者を対象に募集し
た「保守サービス向上月間
標語」は、ハードウェア、ソフトウェア保守サービスの重
要性や、保守技術者並びに保守サービス業務に携わる者
としての心構えを短い言葉で的確に表現した内容で、特
に最優秀作品については、その年の保守サービス向上月
間のポスター等に掲載される。
　今年度の応募数は1万7,466編となり、保守サービス責
任者会議で審査した結果、最優秀作品1編と、優秀作品3
編を決定した。
　「感想文」は、保守サービス全般に関するものをテー
マに、標語と同様に募集を行い、今年度は407編の作品が
寄せられた。いずれも、保守技術者や保守サービス関係
者の日頃の努力や貴重な体験がにじみ出ており、仕事に
対する熱意にあふれた素晴らしい内容である。
　こちらも保守サービス責任者会議により、最優秀賞作
品1編、優秀賞作品3編が選出された。さらに受賞作品
と、選考過程で選ばれた他の優秀作品全44編を収録した
「保守サービス向上月間のしおり・感想文集」を発刊し
て、全国の保守拠点など関係者に配布する。
　また、式典では、サッカー解説者山本昌邦氏が、
「心をつかむ人材育成術」のテーマで記念講演を行う。

　JECCは、毎年10月を「保守サービス向上月間」と定
め、コンピュータ保守技術者の日頃の努力を称える
「優秀保守技術者表彰式典」を開催している。回を重ねて
今年は48回目を迎える。
　JECCでは、この行事の一環として、お客様を対象にし
た保守状況調査を実施し、その結果を基に保守サービス
の向上を図る保守サービス総点検運動を実施するほか、
優れた保守技術者を表彰することで、さらに保守技術・
保守サービスの向上が図られることを期待している。
　このほど今年度の受賞者として、優秀保守技術者25グ
ループ221名と、保守サービス向上月間標語及び保守サー
ビスに関する感想文の受賞者8名を決定し、来る10月7日
に、東京・大手町の経団連会館カンファレンスで、経済
産業省、一般社団法人電子情報技術産業協会より来賓を
迎え、第48回優秀保守技術者表彰式典において表彰を行
うこととした。
　この式典では、システムの安定稼働を維持するために
日夜努力されている多くの保守技術者の中から、特に顕
著な功績のあった方々を優秀保守技術者として、また、
応募の保守サービス向上月間標語と感想文で入賞された
方々を、ともに来賓や多数の出席者の前でJECCの桑田始
社長が表彰し、その栄誉を称える。
　今回表彰される229名のうち、優秀保守技術者25グルー
プ221名については、各グループ代表の25名が表彰式に出
席する。昨年度までに受賞した優秀保守技術者は、累計
で7,906名。今回の221名が加わると、8,127名になる。
　優秀保守技術者の審査は、コンピュータ・メーカー6社
及び6社から委託を受けた保守サービス担当会社並びに保
守担当先のお客様から推薦書が提出された者を対象に、
保守サービス会社及びJECCで構成する「保守サービス責
任者会議」において、次の選考基準に基づいて行われた。
①�担当するお客様における保守状況が良好で、システム
の故障時間が極めて少なく、システムの円滑な運用に

JECC「保守サービス向上月間」で

優秀保守技術者・応募作入賞者を表彰

10月7日開催表彰式の受賞者229名決まる
保守技術者全国25グループと応募作入賞者

2019年度 最優秀標語
片山　誠　作品

全ての作業に心をこめて
実る成果は顧客の信頼

保守サービス向上月間
2019年10月

株式会社JECC
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最先端の家電見本市から
共創をテーマとする Society 5.0 の総合展へ
　CEATEC 2019（主催：一般社団法人電子情報技術産業協会
（JEITA）など）が10月15日（火）に開幕する。会場は幕張メッ
セ（千葉県千葉市）で、18日（金）までの会期4日間で、約15万人
（昨年実績）が訪れる見込みだ。
　CEATECは、デジタル家電の祭典とし家電見本市のイ
メージが強かったものを、2016年にそのイメージを一新。開
催テーマに「つながる社会、共創する未来」を掲げ、CPS/IoT
などのテクノロジーを活用した未来社会を発信する展示会
へと大きく舵を切った。いまでは、業種や産業を超えた連携
による事業創出や世界各国との政策連携なども含めた「共
創」を生み出す場として、毎年新たな出展者を迎えながら、
「Society 5.0の総合展」として、業界の垣根を超えて、幅広い
業種の企業や団体が集まる展示会となっている。

注目は、複数の企業の共創により、
2030年のまちを構築する「Society 5.0 TOWN」
　Society 5.0で社会はどう変わっていくのか、未来の生活
はどうなるのか、会期中は多様な業種・産業の出展者がそれ
ぞれの将来ビジョンや先進的な取り組みを披露・発信する
が、その中でも注目は、企画展示「Society 5.0 TOWN」。ANA
ホールディングスや大成建設、関西電力や大阪ガスなどの初
出展企業をはじめとする24社/団体が参画し、「2030年の未来
のまち」で実現が見込まれる多様なサービスを披露する。ま
た、企業同士の共創事例を発信する共創ゾーンを初めて設
け、従来の個社ごとの展示だけではない、新たなスタイルが
展開される。

各産業のリーダーが集結する
基調講演「CEATEC KEYNOTE」
　展示だけではなく、多彩なコンファレンスが100以上開催さ
れるのもCEATECの魅力だ。特に基調講演である「CEATEC 
KEYNOTE」には、ANAホールディングスの片野坂真哉社長
やJTBの田川博己会長、JapanTaxiの川鍋一朗社長や竹中工
務店の佐々木正人社長、広島県の湯﨑英彦知事など、各業界
のリーダーが登壇して、共創する未来に向けたビジョンを発
信する予定だ。基調講演をはじめとする会期中に開催される
すべてのコンファレンスは、公式WEBサイトから聴講予約を
する必要があるので、コンファレンスの聴講を希望する場合
は、来場前に忘れずに予約をしていただきたい。

CEATEC 2019、10月15日に開幕
「Society 5.0の総合展」としてCPS/IoTなどのテクノロジーを活用した未来社会を発信

2018年の展示会場の風景

2018年のコンファレンス会場の風景

CEATECの詳細および入場事前登録は公式WEBサイト（https://
www.ceatec.com/）にて。

Society 5.0 の実現を支える、
次世代の IoT 人材を応援
　Society 5.0の社会で活躍が期待されているのは、次世代を
担う学生たちだ。CEATEC 2019では、学生の来場者に対し
て、「学生交流ラウンジ」を初めて設置し、学生の会場見学や
業界情報収集をサポートするコンシェルジュ機能を整備す
る。会場全体を産業界の「オープンキャンパス」に見立てる
ことで、工学系をはじめ、医療や農業などといったテクノロ
ジーを活用する人材も含めた学生のキャリアデザインを支
援し、次世代のリーダーたちを応援する。

Society 5.0 に向けた動きが体感できる
CEATEC 2019
　Society 5.0に向けて動き出した企業の取り組みや最先端
テクノロジーを実際に体感する機会として、さらにはこれか
らの未来を考える機会として、ぜひCEATECの会場へ実際
に足をお運びいただき、「共創」に取り組むパートナーを見つ
けていただきたい。
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CE政策に関する基本方針を示した「CE パッケージ」
（Closing the loop - An EU action plan for the Circular 
Economy）を発表します。これが2014～2019年のEUの
政策の柱とされ、サーキュラーエコノミーを中心に環境
政策を推進することを宣言しました（図1）。ここから欧
州は政策としてCEにシフトしていこうとしています。
　CEは、簡単に言うと「持続可能な資源利用を行う社会
を実現する取り組み」で、「循環型社会」や「3R」と異
なるポイントは大きく三つあります。一つ目は、海洋プ
ラスチックごみ問題や食品ロスなどの現在、社会的に注
目を集めている問題とつながっている点、二つ目は3Rの
頃はリサイクルが中心でしたが、CEはシェアリングやサ
ブスクリプション（定額制サービス）など新しい最近の
ビジネスモデルを活用したリユースのウエイトが大きく
なっている点です。そして三つ目、欧州のCEパッケージ
では「雇用の確保」と「産業競争力の強化」に結びつけ

資源循環と経済性を結びつけた概念
　日本では2000年代初頭から「循環型社会」への取
り組みが始まり、当時は「3R（Reduce、Reuse、
Recycle）」が盛り上がりを見せました。その後、2010
年頃から欧州で、資源の有効活用や競争力強化、雇用確
保を目指す機運が高まり、企業や政府、研究機関と連携
して、サーキュラーエコノミー（以下、CE）への移行
を推進することを目的にエレン・マッカーサー財団が
設立されます。この財団が、さまざまな調査・研究を
行い、レポートを発表し、その後2015年12月にEUが、

インタビュー

サーキュラーエコノミーと
デジタルの融合

～CEが実装された世界を見据える～
東京大学 大学院工学系研究科 教授　梅田靖

東京大学 大学院工学系研究科 教授

梅田靖（うめだ　やすし）
東京大学大学院工学系研究科精密機械工学専攻博士課程修了後、
東京大学大学院工学系研究科講師、東京都立大学工学研究科助教
授、大阪大学大学院工学研究科教授などを経て、2014年から東京
大学大学院工学系研究科教授。21世紀政策研究所研究主幹。
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るとされています。循環型社会や3Rではリサイクルのた
めには多少コストが高くなることもやむを得ないという
風潮でしたが、CEはリサイクルやリユースが競争力強
化につながるように、法整備をして制度を整えていきま
しょうという流れになっています。実現可能性について
はテクニカルな問題が多々ありますが、このように資源
循環と経済性を結びつけている点が3Rや循環型社会と最
も大きく異なる点と言えるでしょう。

先んじてCEに取り組むことで競争優位に
　CEが回り始めると、製品の修理やメンテナンス、リ
マニュファクチュアリング（使用済み製品の再生）に工
数がかかるので「雇用の確保」につながるというのはイ
メージがしやすいと思います。もう一つの「産業競争力
の強化」は、CEに関わる指令（法令）・規制等が欧州か

ら波及する兆候がある中、世界のどの地域においても法
律が制定される前から準備を進めておけば、ミニマムコ
ストで先手を打つことが可能となり、競争力の強化につ
ながるというものです。
　例えば、ドイツ・ミュンヘンに本社がある世界的メー
カーのシーメンスは、Industrie 4.0に参加し、欧州の中
でも早期にデジタルプラットフォーム戦略を始めた企業
です。同社は、デジタル戦略とCE戦略を組み合わせる
ことにより、プラットフォーム戦略を強力に推し進める
と同時に、CEに①サーキュラーインプットモデル（リ
ユース、リマニュファクチュアリング）、②廃棄物の再
利用・再生、③寿命延長、④リースによるPaaS（プロダ
クト・アズ・ア・サービス）、⑤プラットフォーム戦略
（シェアリングビジネス）という五つのビジネスモデル
を設定。ほぼすべての事業活動でCEを組み入れた活動を

参考資料：Ellen MacArthur Foundation circular economy team drawing from Braungart& McDonough and Cradle to Cradle(C2C)

（図1）EUが提案するサーキュラーエコノミーのイメージ

再生可能資源 枯渇性資源

生物圏
農林水産業

バイオガス

嫌気的消化

維持／長寿命化

リユース／再配布
改修／再製造 リサイクル

肥飼料等の
原材料の抽出

カスケード

肥飼料等の原材料

再生

工業／製造業

部品メーカー

製造メーカー

サービス企業

回収 回収

系統的な漏出と負の外部性を最小化する

消費者 利用者
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積極的に行っています。

CEとデジタル技術は親和性が高い
　もう一つ、CEに取り組んでいる代表的な企業として
フランスのヴェオリア・エンバイロメントがあります。
同社は、水資源、エネルギー、廃棄物の循環マネジメン
トに関するトータルソリューションを通じて都市や産業
の持続的発展に参画している企業で、デジタルプラット
フォームを導入することにより情報収集を行い、さらに
CE政策を絡ませることにより市場を拡大させ、差別化を
図っています。具体的にはヴェオリアが世界中で運営す
る浄水場やエネルギー事業などのデータを、IoTを活用し
てデジタルソリューションプラットフォームに蓄積し、
顧客である自治体や企業に代わって資源の効率的な活用
をモニタリングすることが可能になるというものです。
　CEとデジタル技術の親和性については、一つにはシー
メンスのように製品の利用情報やトレーサビリティーに
よって、メンテナンスやリユースなどの効率を高めるとい
う方向性があり、もう一つには、ヴェオリアの浄水場の例
のようにオペレーションを効率化させる方向性がありま
す。日本においては、建設機械メーカーのコマツが開発
した「KOMTRAX」というシステムがあります。建設機
械の情報をGPSや通信システムを用いて遠隔で確認し、
機械トラブルを防いだり、生産性を向上させるシステム
です。このような方向性は特にメーカーと顧客の関係が
強固なB to Bの分野で進展しやすいと言えるでしょう。

今後を見据えた戦略として取り組む価値はある
　CEは、温暖化に並ぶグローバルでのホットイシューで
す。現在、欧州で実現しようとされているCE政策パッ
ケージは、CEの実現を目指すことで欧州の雇用と市場競
争力を高めようとする政治的な意味合いもある動きとい
えます。しかし、遅かれ早かれCEが呈示するような社
会に移行することは不可避であり、もしCEが失敗した場
合、人類の持続可能性が担保できないというシナリオも
浮かび上がります。したがって、この考え方がグローバ
ルスタンダード化し、中国を始めとしたアジア諸国にお
いてもCE政策が急速に実装された場合を想定して、日本
の製造業も欧州を中心としたCE政策の動向について注意
しておくのはもちろん、今のうちからCEに取り組んでお
いて損はないと言えるでしょう。
　これからCEに取り組もうとされる企業の方は、私が研
究主幹としてまとめ、インターネットでも公開されてい
る21世紀政策研究所の研究レポート「欧州CEが目指すも
の～Circular Economyがビジネスを変える～」も参考に
していただきながら、自社の企業の強みをうまく活かす
ようなかたちでCEを取り入れる思考訓練をされると良い
と思います。
　そして、従来型のビジネスモデルに付加するかたちで
リースやサブスクリプションを取り入れるなど、社内の
各部門、各部署でCEを取り入れるための検討を行うこと
で、新たなビジネスの発見にもつながる可能性があると
思います。
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　なお、届出にはこれらの事例だけでなく、メールアド
レスやパスワードの漏えい、ウェブサイトの改ざん、管
理者権限アカウントの不正利用、公開用ディレクトリの
アクセス権限の変更、VPNサーバーへの不正ログイン、
ウイルスの発見・感染、DoS攻撃、顧客情報やアカウン
ト窃取等の情報も複数寄せられている。
　被害の多くは、一部推測も含まれるが、修正プログラ
ムの適用やアクセス制限などの基本的な対策を行って
いれば防げた可能性が高いものであった。それでも、基
本的な対策が行われず、一部被害まで生じている背景に
は、人手や時間がないといった運用面の不備によって対
策の着手が遅れたり、放置されたりしてしまう状況があ
ることが考えられる。
　対策を着実に実行するためには、事業計画やシステム
構築の検討段階から、セキュリティに関する運用面の設
計や計画を行う必要がある。また、すでに運用中のシス
テムにおいて、事前の計画が十分でなかったとしても、
万が一被害が発生した際の損害を想定し、必要な人員確
保や運用の見直しが求められる。
　古くから知られている、あるいは過去に流行した攻撃
手口が世間で話題にならなくなったからと言って、必ず
しも同様の攻撃が無くなっているわけではなく、攻撃者
らは日々世界中のネットワークをスキャンして、悪用で
きる脆弱性を見つければ攻撃してくる。すでに知られた
攻撃手口での被害は確実に防止すべく、基本的な対策は
しっかりと行うべきであろう。

コンピュータウイルス・不正アクセスの
届出事例（2019年上半期）を公開【IPA】
　8月28日、独立行政法人情報処理推進機構（略称＝
IPA）は、2019年上半期（1月～6月）のコンピュータウイ
ルス・不正アクセスの届出事例を公開した。主な事例と
して挙げられているものからいくつか概要を紹介する。
　①外部組織からの連絡により、届出者（企業）が運用
するウェブサイトからのクレジットカード情報の漏え
いが発覚。ウェブサーバーを調査したところ、何者かに
よってECサイトの決済画面が書き換えられ、入力された
クレジットカード情報が第三者に送信される状態となっ
ていた。管理者アカウントのパスワード強度、アクセス
制限が脆弱であったことが原因と見られる。
　②届出者（企業）の内部のネットワーク負荷が高くな
り、調査したところ、300台を超えるパソコン及びサー
バー類でウイルス感染を確認した。原因を調査した結
果、一時的にグローバルIPアドレスが付与された外部持
出し用パソコンが感染源となり、組織内ネットワークへ
ウイルスが拡散したことが判明した。
　③届出者（教育機関）のサーバー死活監視で異常が見
つかり、状況を確認したところ、サーバーがランサムウェ
アに感染したことが発覚。組織内に提供しているメール
サービスの一部機能が利用できなくなった。感染経路を
確認すると、当該サーバーへのリモートデスクトップア
クセスを許可していた業務委託先の作業パソコンを経由
し、何者かが不正アクセスしていたことが判明した。

IT Topics & News
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Q1.現在担当されている業務の内容を教えてください。
　高尾：主に官公営業第一部、法人営業第一部営業第一課等
が担当するお客様のリース・レンタル終了物件の返却や処
分、返却後のデータ消去などに関するお客様との調整や手配
を行っています。また、返却後の機器について、リユース・
リサイクルや「廃掃法（廃棄物の処理及び清掃に関する法
律）」に則った適正処分を関連会社と連携して実施していま
す。
　石垣：関東支店、中部支店、法人営業第一部営業第二課の
満了契約の撤去調整等を担当しています。これまでは自治体
の部署を担当することが多かったのですが、7月から法人営
業を初めて受け持つことになりました。契約書の様式や契約
内容が自治体のお客様と異なり、新鮮な気持ちで仕事をして
います。まだお客様の特性を理解しようと試行錯誤しながら
ですが、スムーズな満了後の手続ができるよう取り組んで行
きたいと思っています。

Q2.これまでの仕事の中で、特に印象に残っているエピ
ソードは何ですか。
　高尾：入社当初は営業課にいましたが、その後は調査課、
技術課など、お客様に直接接する機会が少ない部署での経歴
が長かったことから、資産管理課に異動が決まった時は、お
客様にも営業担当者にも迷惑をかけはしないかと、不安ばか

りでした。実際、最初のうちは不慣れな対応を重ねてへこむ
機会も多かったのですが、1年くらいかけて徐々にお客様に
も信頼していただけるようになり、今は、お客様からの多様
な要望にお応えして喜んでいただけることに充実感を得てい
ます。
　石垣：これまで一番影響を受けたのは、中部支店への転勤
です。まず、女性総合職の転勤1号で「どうして私が？」と
戸惑い、また、それまで実家を出たことがなかったので、転
勤したばかりの頃は心細く途方に暮れていました。名古屋で
友人にも恵まれ、余裕が生まれてくると、「住めば都」って
本当だったんだ！　と名古屋のことが大好きになりました。
名古屋飯もすぐに大好きになりました（笑）。中部支店で
は、地域ならではの独特のタイプの方もいましたが、そう
いった方との仕事は楽しく、きちんと仕事をしていきたいと
いうモチベーションにもなりました。転勤したことで、どん
な時も限界を決めているのは自分自身なのだと気付くことが
でき、どんな状況でも仕事に精一杯取り組みたい、という自
分の気持ちにも気付くことができました。

Q3.仕事上で特に力を入れていることは何ですか。
　高尾：私たち資産管理課は直接お客様とお会いする機会は
少なく、コミュニケーションはほとんど電話かメールです
が、お客様のご要望や、お客様が契約内容についてどこまで
把握されているかを丁寧にヒアリングしながら、お客様の気
持ちに寄り添って対応をしたいと考えています。自分がお客
様から伺ったお話だけでは情報が不足している場合は営業に
も確認し、確証を取ってから進め、お客様にお手間を取らせ
ないようにしています。また、終了物件の返却対応や処分の
やり取りでお客様から伺うお話からご要望を汲み取り、営業
と連携して実現できることはないかと気を配っています。
　石垣：私は、お客様や営業がスムーズに処理できるように
することを第一に考えています。お客様によっては、同時に
数十カ所から返却があったり、一部は契約終了で一部は再
リース契約となることもありますので、期限も守りつつ、ミ
スなく業務を進めることを心がけています。自分で営業をし
ていたころは資産管理課の人に気軽にお願いしていました

シリーズ JECC営業パーソンインタビュー㉔
（【特別編】 営業支援部　資産管理課）

社員データ

高尾　直行

石垣　麻衣

（営業支援部　資産管理課　課長代理）
1998年入社。入社22年目。関西支店営業
課、技術調査部調査課、技術調査部技術課
を経て、2015年、営業支援部資産管理課
に配属。モットーは“お客様のために誠実
に対応”。

（営業支援部　資産管理課　リーダー）
2007年入社。入社13年目。本社官公営
業第一部営業第二課、中部支店を経て、
2014年、営業支援部資産管理課に配属。
モットーは“誠心誠意、何事も一生懸命取
り組む”。

JECC の社員は、常日頃、
お客様に対してどのようなことを意識し、
業務に取り組んでいるのか。
今回は特別編として、
資産管理課スタッフのホンネを紹介します。
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が、資産管理課の業務がここまでハードだとは思ってもいま
せんでした（笑）。

Q4.同じ課の同僚など、自分の周りの人たちに、日々感
じたり、思うことをお聞かせください。
　高尾：資産管理課は、お客様へ最
善な対応ができるよう、限られた
リソースの中で日々の業務に取り組
んでいます。エクセルでマクロを組
むのが得意な人、基幹システム等の
データ活用に長けた人、営業現場で
培ったお客様の知識が豊富な人な
ど、課員それぞれの得意分野を活か
して、皆でサポートし合いながらお客様にお応えしていま
す。私はいつも助けられてばかりで、課の皆さんにはとても
感謝しています。

　石垣：現在子育てのため9時から
16時までの時短勤務をしており、16
時までに担当業務を遂行できるよう
脇目も振らず仕事をしています。課
の皆さんには、退社後に来た問い合
わせに対応していただき、そういっ
た力添えなしでは成り立たない部分
がありますが、だからこそ担当業務

や引き継ぎに誠意ある対応をしたいと思っています。

Q5.お互いに、どのような人物だと思いますか。
　高尾：石垣さんは、家庭も仕事も両立させながら、お客様

に対しても積極的に接し、期待に応えるようにしています。
お客様に寄り添う姿勢は、私も見習っていきたいです。
　石垣：私は確認したいことがあると、いつも高尾さんに聞
いています。すごく話しかけやすいですし、真摯に答えてく
れます。営業のスタッフからの信頼も厚いです。いつも助け
ていただいて、頼りにしています。

【高尾さんってこんなヒト】
とても真面目な性格で、日々のお客様からの問い合わせやご
依頼に対して誠意をもって対応しています。そのため社内か
らも信頼されており、よく営業からの相談を受けて打ち合わ
せスペースで一緒に解決方法や提案のアイデアを出している
姿を見かけます。私どもの部署はお客様と直接お会いする
ことがほとんどないため、ご遠慮されているお客様もいらっ
しゃるかもしれませんが、気にせずにどんな些細なことでも
気軽にお問い合わせください。高尾が誠意をもって対応させ
ていただきます！

【石垣さんってこんなヒト】
三人の子育てをしながらもしっかりと実務をこなし、とても
明るい性格で課の雰囲気をよくしてくれます。もともと営業
担当だったこともあり、常にお客様目線で仕事に取り組んで
いて、安心して仕事を任せられる頼もしい存在です。現在は
時短勤務のため夕方は不在にしており、お客様にご不便をお
掛けする部分もありますが、周りの課員がサポートしていき
ますので、ご理解とご協力をお願いします。子育てしながら
働く女性の経験や視点はきっとビジネス面でもお役に立てる
と思います！

営業支援部　資産管理課　川崎秀樹課長から一言
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業報告が不十分だった／分かりにくかった」（33.3％）
が最も多かった。
　「ハードウェアの障害発生」に関しては、中・大型シ
ステムでは36.8％、小型システムでは28.6％で障害発生が
あった。「障害が発生した機器の種類と平均発生回数」
は、中・大型システムの障害の発生比率は「プリンタ」
が最も多く38.5％で、「メインフレーム／サーバ」の割
合が23.1％だった。機種ごとの障害発生回数の平均（平
均回数）では、「プリンタ」が3.8回と最も多く、「スト
レージ」（3.0回）が続いた。
　小型システムの障害の発生比率は、「メインフレーム
／サーバ」と「ストレージ」が22.6％で最も多く、「プ
リンタ」（20.8％）が続いた。平均回数では、「メイン
フレーム／サーバ」が6.2回と最も多く、「プリンタ」
（4.5回）が続いた。
　「障害対応への満足度」は、中・大型システムでは、
2018年度と同様に、「満足」「やや満足」合わせて
100.0％だった。小型システムでは、「満足」「やや満
足」合わせて85.7％と、肯定的な回答が8割以上を占め
た。さらなる向上を求める点として、中・大型システム
では「部品の取り寄せに時間がかかった」が50.0％で、
その他も50.0％だった。

　JECCはこのほど、保守サービス向上月間にちなんで実
施している「保守状況調査」の2019年度の調査結果をま
とめた。
　2019年3月末現在でJECCと契約しているシステム
（中・大型、小型）及び周辺機器の合計2,048件を対象
に、2018年4月から2019年3月までの1年間の保守状況につ
いてアンケート調査を行ったもので、対象システム等を
利用しているユーザーの設置先369件に対して調査票を発
送し、138件の回答を得た（回収率37.4％）。

ハードウェア
　「ハードウェア予防保守利用状況」に関しては、中・
大型システムは94.7％、小型システムでは65.7％が予防保
守を実施している。
　「予防保守」に対する「満足度」は、中・大型シス
テムは、「満足」が83.3％、「やや満足」が11.1％とな
り、「不満」は5.6％だった。小型システムは、「満足」
が80.3％、「やや満足」が14.8％で合わせて95.1％となっ
た。
　さらなる向上を求める点として、中・大型システムに
対しては「作業から間もなく障害が発生した」の割合が
最も多く、33.3％だった。小型システムに対しては「作

JECC 2019 年度保守状況調査まとまる

ハード中・大型システムで94.4％の保守満足度
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関する保守サービスメニューで52件、回答の18.7％を占
めた。続いて、「セキュリティ対策」が17.0％を占めた
（表1）。

　小型システムでは「原因の究明に時間がかかった」が
24.8％で、「復旧まで時間がかかった」「作業の中間・
最終報告が分かりにくかった／不十分だった」が同率
12.4％で続いた。ハードウェアの予防保守、障害保守等
に対する満足度は中・大型システムでは、100.0％が「満
足」「やや満足」の回答であった。

ソフトウェア
　「ソフトウェアの障害発生」に関しては、中・大型シ
ステムでは障害発生がなく（0％）、小型システムでは
16.5％でソフトウェア障害が発生した。
　「障害が発生したソフトウェアの種類」に関しては、
「障害があった」との回答の合計件数に占める割合（発
生比率）をソフトウェアの種類別に見ると、小型システ
ムでは、「パッケージソフトウェア」が38.0％で最も多
く、「OS（制御プログラム）」「通信管理ソフトウェ
ア」が同率9.5％で続いた。
　「ソフトウェアの障害対応への満足度」について、
中・大型システムは障害発生0件のため、回答はなかっ
た。小型システムは「満足」が60.0％、「やや満足」が
6.7％となり、「やや不満」が33.3％と続いた。さらなる
向上を求める点として、中・大型システムでは回答がな
く、小型システムでは「復旧までに時間がかかった」が
最も多く33.3％を占めた。

今後期待する保守サービスメニュー
　今後JECCに期待する保守サービスメニューのうち、
最も回答数が多かったのは「障害予兆の検知・通知」に

（表1）お客様の今後期待される保守サービスメニューに関する
調査項目と回答数（2019年度）

※回答件数（2019年度）：中・大型システム38件、小型システム
239件

調査項目 回答数 割合

セキュリティ対策 47 17.0%

障害予兆の検知・通知 52 18.7%

障害発生自動検知・通報 42 15.2%

システム稼働状況の遠隔監視 3 1.1%

遠隔（リモート）保守 17 6.1%

インシデント・障害レポートの提供 14 5.1%

構成管理の委託（マルチベンダに対応） 5 1.8%

ファームウェア更新情報の分析と提供 12 4.3%

ソフトウェア更新情報の分析と提供 12 4.3%

長期保守対応 33 11.9%

障害発生時のマイナンバー情報の取扱 1 0.4%

IT以外保守を含む統合的な保守対応 3 1.1%

省エネルギー対応 3 1.1%

BCP対応 28 10.1%

その他 5 1.8%

合計 277 100.0%
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JECCはMicrosoft Financing（※1）の認定リース会社です。

Microsoft社ライセンスのご導入を検討されている際には、是非弊社にご相談ください。

ライセンス使用許諾契約に則ったファイナンスソリューションをお客様にご提案いたします。

ライセンス使用許諾契約に則ったリースでの導入が可能です
Microsoft社のライセンスは、リースによる導入が認められていない場合があります。
Microsoft Financingのパートナーである弊社は、ライセンス使用許諾契約に則り
お客様のコンプライアンスニーズに対応した契約方法をご提案することが可能です。

お客様のご予算に合わせたフレキシブルなお支払プランをご提供いたします
費用の平準化/中長期の投資計画に合わせた予算配分/短期の投資予算枠の捻出・確保といった、
お客様のご要望に沿ったフレキシブルなお支払プランをご提案いたします。

トータル・ソリューション・ファイナンスをご提供いたします
Microsoft社のソフトウェアだけではなく、他社のソフトウェア（※2）、
サービス、ハードウェアの購入費用、保守料等についてもご対応いたします。

お客様のメリット

※１：Microsoft Financingとは…… Microsoft Financing は、マイクロソフト コーポレーションが金融パートナーとともに展開するファイナンス・ブランドです。
※２：他社ソフトウェアは、使用許諾条件の関係からリースとしてお取り扱いできない場合がありますので、事前にご相談願います。

お問い合わせ先 株式会社 JECC　営業統括本部 TEL：03-3216-3750

＋ ＋ ＋ 総IT投資＝コスト

Microsoft社
ソフトウェア

他社ソフトウェア/
ハードウェア

システム
開発費用

システム
トレーニング費用トータル・

ソリューション・
ファイナンスの
イメージ図

弊社はお客様の
総IT投資コストを
すべて平準化
できます！

Microsoft社ライセンスのリースは
JECCにお任せください !
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　本誌送付先の変更・中止については弊社技術調査室までご連
絡いただきますようお願い申し上げます（ご連絡の際は、封筒
の宛名に記載されているお客様番号をお知らせください）。
　お客様からご提供いただいた個人情報はJECCNEWSの発送の
みに利用させていただき、それ以外の目的で利用することはあ
りません。なお、個人情報の取り扱いについては、弊社ホーム
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〒100-8341　東京都千代田区丸の内3-4-1 新国際ビル
株式会社 JECC　技術調査室　
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